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 ニュースリリース 

 オルツ、Stability AIと共同で画像⽣成AIの新たなユースケースの検討を開始 
  〜⾳声、画像、映像における⽣成AIのユースケース確⽴に向けて両社の強みを⽣かした研究開発を加速〜 

  P.A.I.® （パーソナル⼈⼯知能）をはじめ、AIクローン技術でつくり出すパーソナルAIの開発および実⽤化を⾏う 
 株式会社オルツ（本社︓東京都港区、代表取締役︓⽶倉 千貴、以下、オルツ）は、Stability AI Japan株式会社（本 
 社︓東京都渋⾕区、代表者︓Jerry Chi、以下、Stability AI ）と共同で、⾳声、画像、映像における⽣成AIの新たな 
 ユースケース確⽴に向けた連携を開始することを発表いたします。 

  本連携によって、オルツとStability AI は、オルツが持つ深層学習や⼤規模⾔語モデル（LLM）などの AI技術と 
 Stability AI が持つ先進的な⽣成AI技術を活⽤した研究開発を加速させ、新たなコンテンツの創出や、既存のメディ 
 アコンテンツの再構築など、幅広い分野での応⽤を推進してまいります。 

 ＜連携の背景＞ 
  ChatGPTの台頭以降、LLM/⽣成AIへの期待は膨らみ続けています。しかし、社会実装されたプロダクトはグ 
 ローバルでも多くないのが現状です。資⾦調達実績、開発⼈材、開発ノウハウで⽣成AI業界を牽引し、LLM開発に 
 留まらず、それを活⽤したプロダクト開発に強みを持つオルツとStability AIが連携することで、⽇本市場に根ざし 
 た⽣成AIのユースケース確⽴を⽬指してまいります。 
  また、⽇本市場は、アニメなどの豊富なコンテンツを有し、その規模は世界でも類を⾒ません。クリエイターと 
 カスタマー双⽅の質も⾼く、オルツとStability AIの技術⼒を活⽤して⽣成AIの社会実装に向けて協働することで、 
 グローバルに先駆けたユースケースを⽇本から⽣み出してまいります。 

 ＜Stability AI ⽇本代表 Jerry Chi⽒からのコメント＞ 
  ⽇本市場での⽣成AIプロダクトの開発を加速しているオルツ社と共に、Stability AIが掲げる⽣成AIのアクセスを 
 広げ、多様なクリエイティブやビジネスの可能性を引き出すというビジョン実現のため、連携を強化し、より質の 
 ⾼いサービスを届けていくことを楽しみにしています。 

 ▶LHTM-2／LHTM-OPT／GPT など⼤規模⾔語処理ソリューションに関するお問い合わせ先 
    https://alt.ai/aiprojects/gpt/ 

https://alt.ai/aiprojects/gpt3/


 ■Stability AI Japan株式会社について 
 Stability AI は、「⼈類の可能性を活性化するためのグローバルな基盤を構築する」をミッションに、オープンモデ 
 ルの⽣成AIを開発する会社。2022年8⽉に共同開発した画像⽣成モデル「Stable Diffusion」をリリースし、⽣成AI 
 の利⽤を世界中に爆発的に増やした。⾳楽⽣成モデル、動画⽣成モデル、3D⽣成モデル、⼤規模⾔語モデルも開発 
 中。⽇本特化モデルなどの開発を図り、⽇本⽀社を2023年1⽉に設⽴。 
 https://ja.stability.ai/ 

 ■株式会社オルツについて 
 2014年11⽉に設⽴されたオルツは、P.A.I.® （パーソナル⼈⼯知能）、AIクローンをつくり出すことによって「⼈の 
 ⾮⽣産的労働からの解放を⽬指す」ベンチャー企業です。⽣成AI、独⾃開発LLM及び⾳声認識技術をはじめとする 
 AI要素技術を豊富に保有し、それらを活⽤した多くのAI Productsを開発・提供しています。2024年4⽉までの累計 
 調達額は約100億円超に達しています。 
 https://alt.ai/ 

 ＜報道関係者からのお問い合わせ先＞ 
 株式会社オルツ 広報 ⻄澤 

 e-mail︓  press@alt.ai 

 ＜アライアンスに関するお問い合わせ先＞ 
 株式会社オルツでは、IT・⾦融・建設・物流・メディア・製造・⼩売・サービス業など、 

 ジャンルを問わずAIソリューションの提供および⽀援を⾏っております。 
 お気軽にお問い合わせください。 

 株式会社オルツ AI Solutions事業部 ⼩村 
 e-mail︓  ai_solutions@alt.ai 
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